
 
 

 

 

 

 卒業予定者においては、進学・就職ともに希望を叶えつつあります。具体的には、下記の表をご覧ください。

全員の進路希望を実現するには、あと少しです。また、センター試験や大学一般入試受験者については、これか

らが本番です。体調に気をつけて、万全の体制で臨みましょう。 

■ 平成 29年３月卒業予定者の進路希望・合格状況           11月22日現在 

※ （ ）内は昨年度 11月 17日現在実績。＜ ＞は昨年度数。 

※ 大学入試センター試験出願者 7名(昨年 3名) 

■ これからの進路の日程に注目！！  

●センター試験出願者向け 

＜全統センター試験プレテスト＞  

１２月４日（日）に大手門パルズを会場に河合塾主催のプレテストがあります。ICプレーヤーを使った本番さ

ながらの模試ですので、最後の予行練習として良い機会です。ぜひ、トライしてみてはいかがでしょうか。 

 

●全員対象 

＜第２回の進路ガイダンス＞ 

１２月１６日（金）に進路ガイダンスが行われます。Ⅰ部３・４校時、Ⅱ部７・８校時、Ⅲ部９・１０校時と

なっています。前半は寸劇によるガイダンス、後半は進路別ガイダンスとなります。詳しくは、担任の先生から

説明がありますが、後期中間考査前に具体的な希望調査があるので、大学短大・就職・専門学校の別で進路につ

いて考えておいてください。 

 

●２９年度卒業予定者向け 

＜進路アドバイザー・キャリアカウンセラーの面談予定＞ 

来年度卒業予定者対象の面談を一人一回以上行います。今年度の卒業予定者が進路サポート室で面談を行い、

有効なアドバイスをいただき、進路希望を実現しています。進路実現に向けて、重要な面談となりますので積極

的に参加してください。まだ日時は検討中ですが、詳しくはホームルームを通して、連絡していきます。 

 

●２９年度卒業予定の就職希望者向け 

＜就職セミナー＞ 

１２月２６日（月）・２７日（火）に来年卒業予定の就職セミナーが行われます。桑名先生を講師にこれから就

職活動をする上で大切なことを中心にお話いただきます。時間は、13:00から 17:00となっています。ただ、年末

年始休業期間なりますので、対象の人はアルバイトや用事を入れないようにしてください。 

 このセミナーを受けて、２月１７日（金）に行われる高校２年生を対象とした「企業説明会」に参加すること

になります。 

※進路実現のためには、早めの対策が必要です。積極的に取り組んでください。 
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 Ⅰ 部 Ⅱ  部 Ⅲ 部   合計 合格・内定 

4年制大学 ７ ４ ０ １１＜7＞  ４（3） 

短期大学 ０ １ ０ １＜2＞ ０（2） 

専門学校 ６ ８ １ １５＜12＞ １０（7）  

就  職 １３ １６ ５ ３４＜26＞ ２２（19） 

そ の 他 ０ ３ １ ４＜0＞ －（0 ） 

合 計 ２６ ３２ ７ ６５＜47＞ ３６（31） 



 

●進学希望者向け 

＜高 1・2対象 進学セミナー（冬期）＞ 

対象者：大学・短大・医療系看護専門学校への進学希望者 

場所：視聴覚室 

高２生は１２月２６日（月）の 11:00～12:00 

高１生は１２月２７日（火）の 11:00～12:00 

担任の先生から詳しい案内を配布されると思いますが、進学者向けの進学セミナーを企画いたしました。講師

は、桑名 暢 先生で高２生・高１生を別にして行う予定です。冬休みという事ですが、早い段階で予定を入れ

てアルバイトなどを調整して参加できるように準備してください。 

 

＜高 1・2冬期講習＞ 

 １２月２６日（月）～２８日（水）の平日３日間、夏休みと同様に進学者向けの冬期講習が行われます。希望

の学校に進学するためには、地道な努力が必要です。夏休みの反省としては、体調を崩したり、用事があるため、

休む人もいました。そのようなことがないように、万全の体制でアルバイトや用事を入れないで準備してくださ

い。 

 

●２８年度卒業予定の進学希望者 

＜卒業予定者個別講習＞ 

進学用の個別指導は、それぞれの教科で担当の先生を中心に継続して行われていると思います。センター試験

出願者や一般試験の受験者は、最後の最後まであきらめずに１分１秒を惜しんで勉強するしかないです。先輩た

ちも自分の努力で勝ち取っています。進路課で渡した「合格奮闘記」を再度、読んで自分を奮い立たせてくださ

い。がんばれ、受験生！！ 

 

◎就職内定・大学短大専門学校等合格者へ 

当たり前のことですが、間違いなく「卒業」すること。内定や合格はゴールではありません。この後気がゆる

んで授業を欠課する、定期テストも成績ががた落ちとなれば、内定先企業や学校に対してウソをついたことにな

ります。ましてや卒業できなくなったというのは絶対に許されません。調子のいい時だけ真面目にして、後は怠

けてしまう裏表のある人間はどこでも通用しませんよ。 

特に大学に合格しても相当の学力がなければ入学した後に困るのは自分です。自分のためにこれまでの学習を

続けていくくらいの気持ちを持っていただきたいと思います。有終の美といいますが、終わりをきっちり締める

ことは必ずよい未来につながるのです。 
 

 


